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こん
にちは赤ちゃん

ご両親の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。

ご両親やご家族にとって｢早く大きくな～れ｣と
成長を楽しみにしていることでしょう。

いろいろな可能性を秘めて
洞爺湖町に誕生した赤ちゃん。

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

舘岡　美空ちゃん
        　 　(みそら)

恵一さん・由希美さん
３月６日生　虻７区

大関　正翔くん
        　 　　(まさと)

清孝さん・理恵さん
３月10日生　入４区

森　　翔真くん
        　 　 (しょうま)

栄之さん・美穂さん
３月13日生　温４区

川又　桜大くん
        　 　 (おうだい)

範計さん・早苗さん
３月18日生　虻１区

奥山　恵汰くん
        　 　  (けいた)

誠さん・さとみさん
３月18日生　入４区

佐藤　梨稀哉くん
        　 　  (りきや)

融さん・明子さん
３月22日生　虻８区

永井　蒼一朗くん
        　  (そういちろう)

健司さん・麻琴さん
３月25日生　虻６区

佐々　愛奈ちゃん
        　   (えりな)

知治さん・京香さん
３月29日生　温１区



洞爺湖町長

長 崎 良 夫

■
新
助
役
に

吉
田
茂
氏
が
就
任

■
教
育
長
に

木
村
利
正
氏
が
就
任

　
　
月
18
日
に
開
か
れ
た
町
議
会
臨

　
　
時
会
議
で
、
吉
田
茂
氏（
59
歳
）

の
助
役
選
任
が
同
意
さ
れ
、
同
日
付

け
で
新
し
く
助
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
　
月
18
日
に
開
か
れ
た
町
議
会
臨

　
　
時
会
議
で
、
木
村
利
正
氏（
63
歳
）

の
教
育
委
員
任
命
が
同
意
さ
れ
、
町

教
育
委
員
会
の
任
命
を
得
て
、
５
月

18
日
付
け
で
新
し
く
教
育
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

洞爺湖町の３役決まる洞爺湖町の３役決まる洞爺湖町の３役決まる

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

木村利正教育長 吉田茂助役

　洞爺湖町の教育長に就任

しました。

　人間性豊かな人材育成を

めざしてがんばりますので、

ご支援よろしくお願いします。

　微力ではありますが、新

町洞爺湖町の町づくりのた

めがんばります。

　町民の皆さまよろしくお

願いします。

　
３
月
27
日
、
旧
虻
田
町
と
旧
洞
爺
村
と
の
多
く
の

事
項
の
協
議
を
経
て
、
洞
爺
湖
町
が
新
し
く
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
新
町
誕
生
に
至
る
ま
で
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
各
位
や
合
併
に
ご
理
解
い
た
だ
い
た
町

民
の
皆
様
に
は
、
改
め
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
１
万
有
余
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
出
来
事
と
し
て
、
脳

裏
に
深
く
刻
ま
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
た
び
の
新
町
誕
生
に
伴
う
町
長
選
挙
で
は
、

町
民
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
よ
り
温
か
い
ご

支
援
と
ご
厚
情
を
賜
り
町
政
の
重
責
を
担
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
使
命

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
地
方
交
付
税
や
各
種
補
助
金
の
削
減
、
道
州
制
や

地
方
分
権
な
ど
現
下
の
地
方
行
政
を
取
巻
く
環
境
は

極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
町
民
皆
様
か

ら
い
た
だ
い
た
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
住
民

相
互
の
融
和
と
協
調
を
大
切
に
し
、
「
湖
海
と
火
山

と
緑
の
大
地
が
結
び
あ
い
元
気
を
つ
く
る
交
流
の
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
く
決

意
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 う

み
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。
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爺
湖
町
に
は
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
以
外

　
　
に
「
道
の
駅
」
と
「
水
の
駅
」

が
あ
り
、
洞
爺
湖
町
の
観
光
の
目
玉

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
観
光
の

要
素
は
、
景
観
、
体
験
、
そ
し
て
食

が
大
き
く
占
め
ま
す
が
、
洞
爺
湖
町

の
食
全
体
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
る

の
が
こ
の
二
つ
で
す
。

　
取
れ
た
て
の
野
菜
、
新
鮮
な
魚
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
使
用
し
た
特
産
品

な
ど
を
市
価
よ
り
も
安
く
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
こ
の
二

つ
の
名
物
は
ウ
ニ
丼（
１
、５
０
０
円
）

と
本
場
讃
岐
う
ど
ん（
４
２
０
円
〜
）

で
す
。

　
道
の
駅
「
あ
ぷ
た
」
の
ウ
ニ
丼
は
、

各
地
の
ウ
ニ
を
確
保
し
、
全
国
に
供

給
す
る
加
工
業
者
が
町
内
に
あ
る
た

め
、
新
鮮
で
格
安
な
ウ
ニ
を
い
つ
も

提
供
で
き
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
水
の
駅
の
讃
岐
う
ど
ん
は
、

洞
爺
地
区
が
香
川
県
か
ら
の
入
植
者

が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
始
ま

り
ま
し
た
。
本
場
の
讃
岐
う
ど
ん
が

遠
く
四
国
に
い
か
な
く
で
も
十
分
堪

能
で
き
ま
す
。

　
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
（
４

月
29
日
〜
５
月
７
日
）
に
は
、
合
併

効
果
も
あ
っ
て
両
施
設
と
も
６
、
０

０
０
人
を
超
え
る
観
光
客
ら
が
訪
れ

ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
虻
田
地
区
の

方
は
水
の
駅
へ
、
洞
爺
地
区
の
方
は

「
あ
ぷ
た
」
へ
と
い
う
よ
う
に
、
お

互
い
を
知
る
上
で
も
出
か
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆入江国道37号沿い
◆　0142－76－5501
◆営業時間
　９:00～18:00（４～10月）
　９:00～17:00（11～３月）

　洞爺湖町内の農水産物などを

生産者直売方式で提供。新鮮で

安心・安価なお値段が魅力的です。

また名物の「ウニ丼」は、他に

ない価格と味をご賞味ください。

●道の駅「あぷた」

わ
た
し
た
ち
の
町
の

特
産
品
を
知
ろ
う

わ
た
し
た
ち
の
町
の

特
産
品
を
知
ろ
う

ウニ丼に舌鼓ウニ丼に舌鼓 ソフトクリームおいしい!!ソフトクリームおいしい!! 水の駅で開かれた合併記念の魚などの直売水の駅で開かれた合併記念の魚などの直売



●とうや・水の駅

◆洞爺湖温泉街

◆　0142－75－2300

◆営業時間

　12:00～19:00（４月～12月）

◆定休日　毎週水曜日

　洞爺湖温泉街にあり、地域の

新鮮な農水産物のほか、洞爺湖

で水揚げされたヒメマス（チップ）

や地元のぶどうを原料にして醸

造されたワインなど、ここでし

か買うことのできない「洞爺湖

ブランド」が勢揃い。お土産な

どに重宝されています。

●洞爺丸鮮市場

◆洞爺地区市街地

◆　0142－89－3108

◆営業時間　

　９:00～18:00（4・5・9・10月）

　９:00～20:00（６～8月）

　９:00～17:00（11～3月）

◆定休日　無休（４～10月）／毎

　週月曜日（11～３月）

　特産品コーナーでは、農家直

送の農産物が手頃な価格で販売

されています。また、旧洞爺村

が香川県旧財田町と姉妹町村を

結んでいた関係から始まった本

場讃岐うどんが大好評です。



　
　
の
た
び
洞
爺
湖
町
の
平
成
18
年

　
　
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の
介
護
保

険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
か
か
る
費
用
を
見
込
み
、
そ
の
19

％
を
第
１
号
被
保
険
者
の
人
数
で
割

っ
て
算
出
し
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
20
年
度
ま
で
の

介
護
保
険
料
は
、
合
併
以
前
の
虻
田

地
区
、
洞
爺
地
区
の
区
域
で
保
険
料

が
異
な
り
、
各
段
階
別
の
保
険
料
は

表
 
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
各
段
階
別
保
険
料
は
、
第
４
段
階

を
基
準
額
と
し
、
課
税
状
況
や
収
入

に
よ
り
表
 
の
区
分
で
算
出
さ
れ
ま

す
。

　
65
歳
以
上
の
方
の
町
民
税
非
課
税

所
得
金
額
（
１
２
５
万
円
以
下
）
の

制
度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町

民
税
非
課
税
世
帯
か
ら
課
税
世
帯
に

な
っ
た
場
合
、
介
護
保
険
料
の
負
担

段
階
が
１
段
階
以
上
上
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
保
険
料
の
激
変
緩
和

措
置
と
し
て
、
18
年
度
及
び
19
年
度

の
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す
。

 
税
制
改
正
に
伴
い
、
世
帯
が
町
民

税
非
課
税
か
ら
課
税
と
な
り
第
４
段

階
に
な
っ
た
方

【
第
４
段
階
の
方
（
表
 
）】

　
ア
　
税
制
改
正
が
な
け
れ
ば
第
１

　
　
　
段
階
に
該
当
す
る
場
合
　
　

　
イ
　
税
制
改
正
が
な
け
れ
ば
第
２

　
　
　
段
階
に
該
当
す
る
場
合

　
ウ
　
税
制
改
正
が
な
け
れ
ば
第
３

　
　
　
段
階
に
該
当
す
る
場
合

　
 
税
制
改
正
に
伴
い
、
本
人
が
町

　
民
税
課
税
と
な
り
第
５
段
階
に
な

　
っ
た
方

段 階 別 虻 田 地 区 洞 爺 地 区

第１段階　　　２２，２００円　　　　２０，４００円

第２段階　　　２２，２００円　　　　２０，４００円

第３段階　　　３３，３００円　　　　３０，６００円

第４段階　　　４４，４００円　　　　４０，８００円

第５段階　　　５５，５００円　　　　５１，０００円

第６段階　　　６６，６００円　　　　６１，２００円

段 階 別 保 険 料 算 出 課 税 区 分 等

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

基準額×０.５

基準額×０.５

基準額×０.７５

基 準 額

基準額×１.２５

基準額×１.５

世帯全員が非課税（老齢福祉年金受給・被保護者）

世帯全員が非課税で、前年の年金収入額が80万円以下

世帯全員が非課税で、第１、第２段階以外の者

町民税本人非課税

課税世帯で、前年の合計所得金額が200万円未満

課税世帯で、前年の合計所得金額が200万円以上

表�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （円／年額）

表�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （年額）

表�　

※保険料の区分は17年度までは、５段階でしたが、第１段階を細分化し６段階となりました。

年 度  該当  
虻田地区

軽減前　44,400円

洞爺地区

軽減前　40,800円

ア ２９，３００円　　 　２６，９００円

イ ２９，３００円　　 　２６，９００円

ウ ３６，９００円　　　 ３３，９００円

ア ３６，９００円　　　 ３３，９００円

イ ３６，９００円　　　 ３３，９００円

ウ ４０，４００円　　　 ３７，１００円

１８年度

１９年度

税
制
改
正
に
係
る

激
変
緩
和
措
置

保
険
料
激
変
緩
和
措
置

の
対
象
と
な
る
方



【
５
段
階
の
方
（
表
 
）】

　
カ
　
税
制
改
正
が
な
け
れ
ば
第
１

　
　
　
段
階
に
該
当
す
る
場
合
　
　

　
キ
　
税
制
改
正
が
な
け
れ
ば
第
２

　
　
　
段
階
に
該
当
す
る
場
合

　
ク
　
税
制
改
正
が
な
け
れ
ば
第
３

　
　
　
段
階
に
該
当
す
る
場
合

　
ケ
　
税
制
改
正
が
な
け
れ
ば
第
４

　
　
　
段
階
に
該
当
す
る
場
合

　
町
で
は
介
護
保
険
料
の
納
入
通
知

（
額
の
お
知
ら
せ
）
を
７
月
上
旬
に

し
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
め
方
に
は
、
年
金
か

ら
差
引
か
れ
る
特
別
徴
収
と
、
納
付

書
で
納
め
る
普
通
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
…
…
以
前
よ
り
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
の
ほ
か
、
新

た
に
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
か
ら
も

年
金
天
引
き
が
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

普
通
徴
収
…
…
老
齢
（
退
職
）
年
金

の
年
額
が
18
万
円
未
満
の
方
は
、
納

付
書
で
納
め
ま
す
。
納
付
書
は
７
月

　
　
　
　
　
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
問
合
せ
は
、
健
康
福
祉

　
　
　
　
　
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
74-

３
０
０
１
ま
で
。

　
　
れ
ま
で
満
70
歳
以
上
の
み
な
さ

　
　
ん
に
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
き

た「
虻
田
町
高
齢
者
福
祉
証
」は
、
洞

爺
湖
町
の
誕
生
に
伴
い
、
「
洞
爺
湖

町
高
齢
者
福
祉
証
」
に
変
更
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
高
齢
者
福
祉
証
と
の
交
換
を
行

い
ま
す
の
で
、
交
換
手
続
き
を
さ
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
当
分
の
間
は
、
旧
高
齢
者
福

祉
証
に
つ
い
て
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

■
交
換
開
始
日
　
７
月
３
日（
月
）か

　
ら
随
時

■
交
換
場
所
　
健
康
福
祉
課
（
本
町
・

　
花
和
地
区
）
／
洞
爺
湖
温
泉
支
所

　（
洞
爺
湖
温
泉
・
月
浦
地
区
）

◎
交
換
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
現
在
お
持
ち
の
高
齢
者
福
祉
証

・
写
真
（
２
・
５
 
×
３
・
０
 
）

　
満
70
歳
以
上
の
方
で
高
齢
者
福
祉

証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
役
場
健
康

福
祉
課
・
温
泉
支
所
・
洞
爺
総
合
支

所
町
民
生
活
課(

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内)

で
交
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
印
鑑
・

写
真(

２
・
５
 
×
３
・
０
 )

を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
高
齢
者

福
祉
係
（
　
74-

３
０
０
１
）
か
洞
爺

総
合
支
所
町
民
生
活
課
（
　
87-

２
７

２
７
）
ま
で
。

　児童手当等を受けている方は、毎年

６月に「現況届」を提出しなければな

りません。

　この届出は、毎年６月１日における

状況を記載し、児童手当等を引き続き

うける要件ががあるかどうかを確認す

るためのものです。

　この届出がないと、６月分以降の児

童手当が受けられなくなりますので、

忘れずに手続きしてください。

◆現況届手続期間　６月１日から６月

　30日

◆現況届に必要な添付書類など

・印鑑

・健康保険被保険者証の写し（サラリ

　ーマン等である場合に提出）

・前住所地の市区町村長が発行する児

　童手当用所得証明書

 (平成18年１月１日現在、旧虻田町・ 

　旧洞爺村に住所がなかった場合に提出)

・この他、必要に応じて

　提出する書類があり

　ます。

問合せは、健康福祉

課福祉係　74-3001

まで。

児童手当の現況届を忘れずに

保
険
料
の
納
め
方

高
齢
者
福
祉
証
を

お
持
ち
で
な
い
方

年 度  該当 
虻田地区

軽減前　55,500円

洞爺地区

軽減前　51,000円

カ ３３，３００円　　 　３０，６００円

キ ３３，３００円　　 　３０，６００円

ク ４０，４００円　　　 ３７，１００円

ケ ４８，０００円　　　 ４４，１００円

カ ４４，４００円　　　 ４０，８００円

キ ４４，４００円　　　 ４０，８００円

ク ４８，０００円　　　 ４４，１００円

ケ ５１，５００円　　　 ４７，３００円

１８年度

１９年度

表 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （年額）

高齢者福祉証
の

新旧交換手続き

高齢者福祉証
の

新旧交換手続き

高齢者福祉証
の

新旧交換手続き



　
　
月
30
日
「
２
０
０
０
年
噴
火
の

　
　
全
火
口
め
ぐ
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

（
主
催
　
噴
火
メ
モ
リ
ア
ル
委
員
会
）

が
行
わ
れ
、
宇
井
忠
英
北
大
名
誉
教

授
、
岡
田
弘
北
大
大
学
院
教
授
を
講

師
に
、約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
行
は
、
２
班
に
別
れ
、
西
山
散

策
路
南
口
（
と
う
や
湖
幼
稚
園
口
）

か
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
開
始
。
ま
ず

参
加
者
ら
は
、
と
う
や
湖
幼
稚
園
の

敷
地
に
入
り
、
建
物
に
突
き
刺
さ
る

噴
石
や
傾
い
た
ま
ま
の
水
の
み
場
な

ど
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
回
り
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
散
策
路
を
進
み
、
菓
子

工
場
や
西
山
・
金
毘
羅
の
火
口
付
近
、

噴
火
遺
構
な
ど
を
見
学
し
、
あ
ら
た

め
て
噴
火
の
恐
ろ
し
き
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。

　
　

　
　
月
４
日
苫
小
牧
総
合
体
育
館
で
、

　
　
第
２
回
北
海
道
春
季
ベ
ン
チ
プ

レ
ス
大
会
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
、

ノ
ー
ギ
ア
90
 
ク
ラ
ス
に
出
場
し
た

伊
達
高
２
年
生
の
鈴
木
勇
人
君
（
入

１
区
）
が
１
０
７
・
５
 
を
挙
げ
て

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
君
は
昨
年
の
夏
に
苫
小
牧
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
協
会
虻
田
支
部

（
川
越
和
彦
会
長
）
に
入
り
、
練
習

を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
入
会
当
初
は

90
 
挙
げ
る
の
も
難
し
か
っ
た
そ
う

で
す
が
、
川
越
会
長
の
熱
心
な
指
導

の
か
い
も
あ
っ
て
メ
キ
メ
キ
と
力
を

つ
け
て
き
ま
し
た
。

　「
９
月
の
大
会
で
は
１
２
０
 
を
挙

げ
た
い
」
と
自
身
た
っ
ぷ
り
に
次
の

目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
月
13
日
、
14
日
の
両
日
に
わ
た

　
　
っ
て
「
レ
オ
ス
杯
第
３
回
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
全
道
少
年
Ｕ
11
サ
ッ

カ
ー
大
会
室
蘭
地
区
予
選
」
が
、
虻

田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
登
別
市
よ
り
西
側
の

地
区
か
ら
15
チ
ー
ム
（
小
学
５
年
生

以
下
）
が
参
加
し
、
虻
田
サ
ッ
カ
ー

少
年
団
が
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
同
少
年
団
は
、
一
回
戦
か
ら
順
当

に
勝
ち
あ
が
り
、
決
勝
は
伊
達
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
と
対
決
。
地
元
開
催
と

い
う
こ
と
で
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
声

援
を
受
け
な
が
ら
、
試
合
を
進
め
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
１
対
０
で
惜

敗
し
ま
し
た
。

　
　
の
訪
れ
と
と
も
に
、
野
菜
な
ど

　
　
の
直
売
所
が
町
内
で
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
５
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、

香
川
に
あ
る
ア
グ
リ
館
・
と
れ
た
広

場
前
の
「
と
う
や
と
れ
た
て
市
」
。

　
運
営
は
、
と
う
や
と
れ
た
て
市
協

議
会
（
坂
本
正
光
会
長
）
で
、
10
月

31
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
、
日
曜
日
と

月
曜
の
祝
日
に
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
14
日
に
は
、
洞
爺
湖

畔
遊
歩
道
の
駅
前
桟
橋
前
で
「
と
う

や
観
光
朝
市
」
（
岡
崎
進
会
長
）
が

オ
ー
プ
ン
。
こ
ち
ら
は
温
泉
宿
泊
客

を
主
に
対
象
と
し
て
、
９
月
24
日
ま

で
毎
週
日
曜
日
午
前
６
時
〜
８
時
ま

で
営
業
し
て
い
ま
す
。

噴火のつめ跡を見学
自然の驚異を再認識

鈴木勇人君パワーリフティング
大会で見事３位入賞

虻田サッカー少年団準優勝
　決勝１対０で惜敗

野菜などの直売所オープン
安全安心をモットーに

買物客で賑わう「とれたて市」買物客で賑わう「とれたて市」 西山火口を見入る参加者西山火口を見入る参加者

３位入賞を果たした鈴木勇人君３位入賞を果たした鈴木勇人君準優勝の虻田サッカー少年団準優勝の虻田サッカー少年団



　
　
政
公
社
が
行
っ
て
い
る
全
道
一

　
　
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
に
合

わ
せ
て
５
月
14
日
、
町
内
の
虻
田
、

洞
爺
湖
温
泉
、
洞
爺
郵
便
局
の
各
郵

便
局
が
合
同
で
、
洞
爺
湖
畔
の
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
雨
の
為
当
初
中
止
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
天
候
回
復
で
急
き

ょ
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
職

員
10
人
程
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
万
世
閣
か
ら
駅
前
桟
橋
ま
で
の
湖

畔
通
り
を
二
手
に
別
れ
、
約
１
時
間

か
け
て
清
掃
し
、
ゴ
ミ
袋
３
個
分
の

ゴ
ミ
を
収
集
し
ま
し
た
。

　
　

　
　
田
町
議
会
Ｏ
Ｂ
会
（
鈴
木
昭
会

　
　
長
）が
、「
北
海
道
千
本
桜
運
動
」

（
主
催
北
海
道
新
聞
な
ど
）に
応
募
し

た
と
こ
ろ
、
見
事
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

30
本
の
苗
木
を
射
止
め
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
５
月
17
日
、
そ
の
サ
ク

ラ
の
植
樹
が
泉
北
さ
く
ら
公
園
（
仮

称
）
で
行
わ
れ
、
関
係
者
11
人
が
参

加
。
晴
天
の
中
、
成
長
を
願
い
一
本

一
本
丁
寧
に
植
樹
し
て
い
ま
し
た
。

　
鈴
木
会
長
は
「
合
併
と
い
う
こ
と

で
、
何
か
記
念
に
な
れ
ば
と
思
い
応

募
し
た
」
と
そ
の
動
機
を
語
り
、
植

樹
さ
れ
た
苗
木
を
見
渡
し
満
足
し
た

よ
う
す
で
し
た
。

　
　
町
が
掲
げ
る
「
自
然
と
共
生
す

　
　
る
快
適
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
、
５
月
20
日
、
町
農

業
研
修
セ
ン
タ
ー
「
ア
グ
リ
館
と
れ

た
」
で
、
洞
爺
地
区
町
民
植
樹
祭
が

開
か
れ
、
町
民
、
町
議
会
議
員
、
町

職
員
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ブ
ル
ベ
リ
ー

園
を
整
備
す
る
計
画
が
あ
り
、
当
日

は
、
ブ
ル
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
中
心
に

ツ
ツ
ジ
な
ど
１
０
９
本
が
植
樹
さ
れ

ま
し
た
。

　
植
樹
で
一
汗
か
い
た
後
は
、
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
が
用
意
さ
れ
、
持
参
し
た

お
に
ぎ
り
と
あ
わ
せ
て
舌
鼓
を
打
っ

て
い
ま
し
た
。

　
　
爺
湖
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

　
　
設
立
総
会
が
５
月
16
日
ふ
れ
合

い
セ
ン
タ
ー
で
約
１
０
０
人
が
出
席

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
３
月
３
日
に
、
虻
田
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
洞
爺
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
合
併
調
印
を
行
い
、
洞

爺
湖
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
誕
生
。

19
ク
ラ
ブ
７
４
１
人
の
大
所
帯
の
老

人
ク
ラ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
最
初
に
鈴
木
正
直
合

併
委
員
会
委
員
長
が
「
高
齢
化
社
会

の
中
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
は
増
大
。

友
愛
を
基
本
に
活
動
に
ま
い
進
し
よ

う
」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、
会
則
・
規

約
な
ど
が
論
議
さ
れ
、
新
会
長
に
元

虻
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
鈴
木

正
直
会
長
を
選
出
し
終
了
し
ま
し
た
。

合併記念に町議会ＯＢ会
エゾヤマザクラ30本植樹

洞爺地区町民植樹祭開く
将来はブルーベリー園を計画

町内３郵便局が合同で湖畔通りを清掃
町老人クラブ連合会設立総会開催　

会則などを決定

湖畔清掃する郵便局のみなさん湖畔清掃する郵便局のみなさん洞爺湖町老人クラブ連合会設立総会のようす洞爺湖町老人クラブ連合会設立総会のようす

記念植樹を終えたＯＢ会と藤澤議会議長ら記念植樹を終えたＯＢ会と藤澤議会議長ら記念撮影する参加者記念撮影する参加者



　
　
爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
６
（
主

　
　
催
洞
爺
湖
町
、
壮
瞥
町
、
室
蘭

地
方
陸
上
競
技
協
会
、
北
海
道
新
聞

社
な
ど
）
が
５
月
21
日
洞
爺
湖
畔
コ

ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
大
会
は
、
４
、
３
６
６
人

で
、
昨
年
よ
り
１
４
５
人
の
参
加
増

と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
の

中
、
選
手
達
は
、
親
子
２
 
、
５
 
、

10
 
、
洞
爺
湖
１
周
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

と
満
開
の
桜
が
咲
く
湖
畔
コ
ー
ス
を

そ
れ
ぞ
れ
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
男
子
、
女
子
と
も

昨
年
の
優
勝
者
と
同
じ
で
、
平
沢
直

樹
さ
ん
（
２
時
間
29
分
49
秒
）
が
４

連
覇
、
大
田
尚
子
さ
ん
（
２
時
間
55

分
58
秒
）
が
６
連
覇
と
い
う
偉
業
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
も
虻
高
生
の
物
産
販

売
店
や
観
光
朝
市
が
出
店
を
だ
し
、

競
技
参
加
者
の
多
く
が
立
ち
寄
り
、

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
　
倒
木
を
利
活
用
し
た
洞
爺
湖
・

　
　
中
島
の
遊
歩
道
が
完
成
し
、
５

月
24
日
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
９
月
の
台
風
18
号
で
中

島
の
木
が
大
量
に
倒
さ
れ
、
町
で
は
、

北
海
道
森
林
管
理
局
に
そ
の
整
備
を

依
頼
し
、
後
志
森
林
管
理
署
が
事
業

を
担
当
し
て
昨
年
12
月
か
ら
作
業
に

着
手
。

　
整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
は
、
台
風
で

倒
れ
た
巨
木
の
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
ま
で

の
散
策
路
全
長
約
２
 
の
う
ち
、
こ

う
配
が
き
つ
い
４
７
０
ｍ
に
、
倒
れ

た
ト
ド
マ
ツ
の
チ
ッ
プ
を
敷
き
、
足

へ
の
負
担
を
軽
減
化
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
初
心
者
向
け
に
同
コ
ー
ス

の
途
中
か
ら
周
遊
で
き
る
全
長
７
４

０
ｍ
の
コ
ー
ス
も
新
設
し
、
中
島
散

策
の
魅
力
が
倍
増
し
ま
し
た
。

　
開
通
式
で
は
、
田
之
畑
後
志
森
林

監
督
署
長
が
「
こ
れ
を
機
に
多
く
の

観
光
客
が
中
島
散
策
に
訪
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
招
待
さ
れ
た
桜
ヶ
丘
保
育
所
の
園

児
た
ち
19
人
も
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
の
感

触
を
確
か
め
る
よ
う
に
歩
い
て
い
ま

し
た
。

　
　
域
の
春
季
消
防
演
習
が
４
月
27

　
　
日
、
28
日
と
連
日
し
て
行
わ
れ
、

指
揮
命
令
系
の
伝
達
や
協
力
体
制
な

ど
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　
27
日
に
実
施
し
た
の
は
、
洞
爺
消

防
支
署
と
同
消
防
団
の
合
同
演
習
。

同
演
習
で
は
、
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

「
ア
グ
リ
館
と
れ
た
」
で
出
火
し
、

一
人
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
の
想
定

で
実
施
さ
れ
、
ポ
ン
プ
車
３
台
と
救

急
車
１
台
が
出
動
し
ま
し
た
。
消
火
、

救
出
活
動
の
後
、
長
崎
良
夫
副
管
理

者
か
ら
「
地
域
を
守
る
た
め
尽
力
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
訓
示
を
受

け
演
習
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
翌
28
日
は
、
虻
田
消
防
団
の
演
習

が
行
わ
れ
、
ひ
ま
わ
り
団
地
２
号
棟

４
階
で
煙
が
出
て
い
る
と
の
想
定
で

実
施
。
ポ
ン
プ
車
、
は
し
ご
車
、
救

助
工
作
車
な
ど
車
両
10
台
が
出
動
。

消
火
活
動
や
逃
げ
遅
れ
た
人
の
救
出

な
ど
行
い
、
中
高
層
建
物
火
災
の
対

応
を
確
認
し
ま
し
た
。

洞
爺
、虻
田
地
区
で春

季
の
消
防
演
習
実
施

洞
爺
湖
・
中
島
遊
歩
道
整
備

チ
ッ
プ
敷
き
詰
め
散
策
軽
や
か
に

洞爺湖マラソン大会洞爺湖マラソン大会
春満喫の

開催!!

春を感じて走る参加者春を感じて走る参加者

チップの上を楽しそうに歩く園児達チップの上を楽しそうに歩く園児達救護活動を行う洞爺女性消防団救護活動を行う洞爺女性消防団



　
　
齢
者
、
障
が
い
者
、
妊
産
婦
、

　
　
乳
幼
児
、
児
童
、
傷
病
者
、
外

国
人
な
ど
、
災
害
時
に
大
き
な
ハ
ン

デ
を
持
っ
た
人
た
ち
が
多
く
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
災
害
弱
者
（
災
害
時
要

支
援
者
）
」
の
方
た
ち
は
、
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
情
報
把
握
、
避
難
、

生
活
の
確
保
な
ど
の
活
動
を
的
確
・

迅
速
に
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
ひ
と
り
一
人
が
お
互
い
に
協

力
し
あ
い
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

積
極
的
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

　
　
常
の
生
活
空
間
の
中
で
、
非
常

　
　
時
に
避
難
路
の
妨
げ
と
な
る
放

置
自
転
車
な
ど
の
障
害
物
は
な
い
か
、

　
　
　
　
耳
や
目
の
不
自
由
な
人
へ

　
　
　
　
の
安
全
な
避
難
体
制
な
ど
、

　
　
　
　
災
害
弱
者
に
対
応
し
た
環

　
　
　
　
境
作
り
を
地
域
み
ん
な
で

　
　
　
　
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
災
害
発
生
時
の

　
　
　
　
心
構
え
や
過
去
の
災
害
か

　
　
　
　
ら
得
た
教
訓
を
子
供
達
に

　
　
　
　
日
頃
か
ら
語
り
伝
え
る
な

　
　
　
　
ど
、
防
災
意
識
を
高
め
ま

　
　
　
　
し
ょ
う
。

　
　
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
は
手
を
つ

　
　
な
ぐ
、
背
負
う
な
ど
し
て
し
っ

か
り
保
護
。

　
非
常
時
に
は
１
人
の
障
害
者
に
対

し
て
複
数
の
住
民
に
よ
る
救
援
体
制

を
と
り
、
ま
た
、
災
害
弱
者
に
対
し

て
地
域
で
具
体
的
な
支
援
体
制
を
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
支
援
を
必
要

と
す
る
方
や
そ
の
家
族
に
声
を
か
け
、

避
難
の
準
備
を
手
伝
い
、
隣
近
所
で

助
け
合
い
な
が
ら
避
難
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
害
時
の
混
乱
や
被
害
が
大
き
い

　
　
ほ
ど
、
誰
も
が
さ
つ
ば
つ
と
し

た
気
持
ち
に
な
り
が
ち
で
す
。
し
か

し
、
そ
ん
な
非
常
時
に
こ
そ
不
安
な

状
況
に
置
か
れ
た
人
の
立
場
に
立
ち
、

支
援
し
て
い
く
心
構
え
が
大
切
で
す
。

　
困
っ
て
い
る
人
や
災
害
弱
者
に
対

し
て
温
か
い
思
い
や
り
と
真
心
を
持

っ
て
接
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
き
な
災
害
の
後
で

　
　
　
　
　
　
　
は
、
地
震
の
揺
れ

　
　
　
　
　
な
ど
へ
の
恐
怖
、
何
も

　
　
　
　
　
か
も
失
っ
て
し
ま
っ
た

　
　
　
　
　
無
気
力
感
、
避
難
所
生

　
　
　
　
　
活
な
ど
の
疲
労
等
、
気

　
　
　
　
　
づ
か
な
い
う
ち
に
ス
ト

　
　
　
　
　
レ
ス
が
た
ま
り
、
心
の

　
　
　
　
　
病
気
に
な
る
場
合
が
あ

　
　
　
　
　
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
心
の
病
気
は
年
齢
を

　
　
　
　
　
問
わ
ず
起
こ
り
、
特
に

　
　
　
　
　
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
や
す

　
　
　
　
　
い
の
は
子
供
や
高
齢
者

　
　
　
　
　
で
す
。

　
　
　
　
　
　
話
し
相
手
に
な
っ
て

あ
げ
た
り
、
子
供
に
は
ス
ポ
ー
ツ
や

遊
び
を
通
し
て
ス
ト
レ
ス
を
外
に
放

出
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
　

６
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
災
害
弱
者
に
対
す
る
支
援
の
推
進
」

洞爺湖消防署(　７６-２１１９)・温泉分署(　７３-１１１９)・洞爺支署(　８７-２１１９)・『火災・救急・救助１１９番』

災
害
弱
者
を

み
ん
な
で
支
援
し
て

い
き
ま
し
ょ
う

災
害
弱
者
の

身
に
な
っ
て

防
災
環
境
の
点
検
を

困
っ
た
と
き
こ
そ

温
か
い
気
持
ち
で

助
け
合
い

災
害
後
の
ス
ト
レ
ス

避
難
す
る
と
き
は

し
っ
か
り
誘
導

４
月
の
…

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
34
件

４
月
の
…

●
火
災
件
数
　
０
件

●
救
急
件
数
　
34
件

統
一
標
語
は
…

「
あ
な
た
で
す

火
の
あ
る
く
ら
し
の

見
は
り
役
」



　
　
歳
に
な
る
と
、
お
医
者
さ
ん
に

　
　
か
か
る
と
き
の
自
己
負
担
割
合

が
か
わ
り
ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
支

払
う
費
用
は
、
外
来

・
入
院
と
も
か
か
っ

た
費
用
の
１
割
（
一

定
以
上
所
得
者
は
２

割
）
と
な
り
ま
す
。

　
高
齢
受
給
者
証
は

自
己
負
担
割
合
を
証

明
す
る
も
の
で
す
の

で
、
病
院
な
ど
の
窓

口
で
保
険
証
と
と
も

に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
70
歳
に
な
ら
れ
た

方
は
、
誕
生
日
の
翌

月
（
１
日
が
誕
生
日

の
方
は
そ
の
月
）
か

ら
75
歳
に
な
る
ま
で
引
き
続
き
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
で
医
療
を
受
け

ま
す
。

　
国
保
加
入
者
は
70
歳
の
誕
生
月
に

郵
送
で
お
届
し
て
い
ま
す
の
で
、
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、

毎
年
７
月
31
日
で
す
。
対
象
と
な
る

方
に
は
７
月
中
に
新
し
い
受
給
者
証

を
郵
送
し
ま
す
。

　
高
額
な
治
療
を
長
期
間
継
続
し
て

行
う
必
要
が
あ
る
先
天
性
血
液
凝
固

因
子
障
害
の
一
部
や
人
工
透
析
の
必

要
な
慢
性
腎
不
全
、
血
液
凝
固
因
子

製
剤
の
投
与
に
起
因
す
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
症
の
方
に
対
し
交
付
し
て
い
る
受

療
証
で
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
出
す

れ
ば
１
カ
月
の
自
己
負
担
限
度
額
は

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
１
０
、
０
０
０

円
ま
で
と
な
り
ま
す
。

 
 

問
合
せ
は
、
住
民
課
国
保
医
療
係

（
　
74-

３
０
０
２
）
ま
で
。

　
　
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、
児
童

　
　
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　
支
給
対
象
年
齢
が
、
小
学
校
第
３

学
年
修
了
前
（
９
歳
到
達
後
最
初
の

年
度
末
）
ま
で
か
ら
小
学
校
か
ら
修

了
前（
12
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

ま
で
に
な
り
、
併
せ
て
、
所
得
制
限

も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ

る
児
童
の
保
護
者
の
皆
様
に
つ
い
て

は
、
市
区
町
村
の
窓
口
（
公
務
員
の

方
は
勤
務
先
）
で
、
認
定
請
求
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規
請
求
は
、

法
施
行
日
よ
り
、
平
成
18
年
９
月
30

日
ま
で
受
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特

例
的
に
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要

件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

<

注
意>

　
認
定
請
求
な
ど
の
手
続
き
に
つ
い

て★
平
成
18
年
度
に
小
学
校
４
年
生
の

児
童
が
い
る
保
護
者
の
皆
様

　
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。

★
平
成
18
年
度
に
小
学
校
５
年
生
又

は
小
学
校
６
年
生
の
児
童
が
い
る
保

護
者
の
皆
様

　
現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な

い
保
護
者
の
方
は
新
規
認
定
請
求
、

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
保
護
者

の
方
は
額
改
定
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

★
こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者

の
皆
様

　
所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、

新
た
に
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
新
規
認
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
が
必
要
な
方
は
、
早
急
に

手
続
き
を
済
ま
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
　
74-

３
０
０
１
）
ま
で
。

国
民
健
康
保
険
か
ら
…

「
高
齢
受
給
者
証
」

と
は

「
特
定
疾
病
療
養

受
療
証
」
と
は

平成14年９月30日までに70歳になった人（誕生日が昭和７年９月30日以前
の人）は、今までどおり老人保健で医療を受けます。

70歳　　　　　　　 75歳

一般国保
３割自己負担

（３歳未満２割）

高齢受給者証の対象
１割（一定以上２割）

自己負担

老人保健
１割（一定以上２割）

自己負担

児
童
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

児
童
手
当
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

　伊達赤十字病院では、昨年実施し好評を得

たホームヘルパー２級課程通信講座を本年度

も引き続き、 ニチイ学館との委託契約方式

により実施します。

■定員30名（定員を上回る場合は抽選）

■研修期間

＜通信講座期間＞

　７月１日～11月30日（４カ月間）

＜実技講習（基本技術）など＞

　７月25日～９月６日（毎週火・木曜日の午

　後１時～５時まで実施予定）

＜実習＞

　各実習予定日は、応募締切り後に決定します。

＜受講料＞

　一括払い　94,248円（税込み）

　３回払い　97,398円（税込み）

＜申込み先＞

　６月23日までに健康福祉センター「さわやか」

（　76－4006）まで。

■問合せ先

　伊達赤十字病院

　医療社会事業課

（　23－2211＜内線449＞）

ホームヘルパー２級課程
通信講座受講生募集



　
　
い
の
で
買
っ
た
、
で
も
飽
き
た

　
　
ま
た
安
い
も
の
を
買
お
う
」
一

見
合
理
的
な
よ
う
で
す
が
資
源
を
無

駄
遣
い
し
、
ゴ
ミ
を
増
や
す
暮
ら
し

は
地
球
市
民
と
し
て
は
イ
エ
ロ
ー
カ

ー
ド
。

　
ゴ
ミ
を
減
ら
す
暮
ら
し
を
心
が
け

て
も
や
は
り
ゴ
ミ
は
た
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
で
も
き
ち
ん
と
分
別
の
ル

ー
ル
を
守
っ
て
出
せ
ば
、
再
利
用
さ

れ
た
り
資
源
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
新
鮮
な
魚
介
類
と
ク
リ
ー
ン
な
農

産
物
に
恵
ま
れ
た
北
海
道
「
地
産
地

消
」
は
輸
送
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
減
ら
し
ま
す
。
地
域
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
レ
ジ
袋
を
や
め
て
、
お
気
に
入
り

の
マ
イ
バ
ッ
ク
で
お
買
い
物
を
し
ま

し
ょ
う
。

　
レ
ジ
袋
は
石
油
資
源
で
つ
く
ら
れ

る
の
で
１
、
２
回
の
使
用
で
捨
て
る

と
資
源
が
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
焼
却
に
は
税
金
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
お
し
ゃ
れ
な
マ
イ
バ
ッ
ク
は
き
っ

と
お
買
い
物
を
楽
し
く
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。(

き
ら
め
く
 
36
抜
粋)

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
　
７
５
ｇ
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
　
７
５
ｇ
　
４
０
０
円

　
毎
月
20
日
を
締
切
り
と
し
、
30
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
　
76-

４
５
８
９

温
泉
　
岡 

村 

宅
　
　
75-

２
７
０
４

役
場
　
産 

業 

課
　
　
74-

３
０
０
５

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌
　
【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
四
月
定
例
会
よ
り

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
五
月
定
例
会
よ
り

こ
の
寒
さ
越
ゆ
れ
ば
春
は
隣
ぞ
と

　
　
　
　
　
　
軒
の
氷
柱
の
し
ず
く
滴
る
　
　
　
　
　
斎
　
藤
　
テ
　
ツ

名
残
り
雪
消
へ
て
温
も
る
春
の
日
の

　
　
　
　
　
空
に
白
鳥
啼
き
つ
渡
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

も
の
の
芽
の
息
吹
き
の
中
に
佇
ち
ど
ま
り

　
　
　
　
　
　
春
の
ふ
く
ら
み
身
に
包
み
を
り
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

早
春
で
す
よ
と
言
ぶ
れ
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
融
雪
の
水
は
の
ん
の
ん
音
に
し
流
る
　
山
　
木
　
　
　
孝

久
し
ぶ
り
洞
爺
湖
に
来
て
な
つ
か
し
き

　
　
　
　
　
　
木
の
枝
に
ひ
よ
鳥
ひ
と
声
鳴
き
ぬ
　
　
伊
　
藤
　
静
　
子

有
珠
山
の
雪
消
す
す
み
ぬ
庭
に
来
る

　
　
　
　
　
　
鴉
の
羽
も
重
た
げ
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

今
冬
は
心
も
体
も
つ
か
れ
は
て

　
　
　
　
　
　
黒
き
残
雪
い
ま
だ
に
消
え
ず
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

夕
映
え
に
羊
蹄
山
は
朱
に
染
ま
り

　
　
　
　
　
　
湯
宿
で
友
ら
と
歓
声
あ
げ
る
　
　
　
　
石
　
黒
　
ま
さ
子

歌
詠
み
を
取
柄
と
な
し
て
生
き
ゐ
る
吾
れ
は

　
　
　
　
　
　
貧
し
き
心
耕
す
如
く
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

目
か
ら
洩
る
目
薬
甘
し
春
う
ら
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
　
川
　
　
　
稔

駅
長
の
白
い
手
袋
夏
兆
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

彼
岸
荒
れ
文
字
通
り
来
て
試
歩
拒
む
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
木
　
秋
　
水

雑
木
林
疎
ら
に
辛
夷
点
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

下
萌
や
す
こ
し
傾
ぎ
て
馬
の
墓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

風
う
ら
ら
喪
の
襟
足
を
く
す
ぐ
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

手
つ
な
ぎ
し
子
の
手
ね
む
ね
む
花
曇
り
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

日
盛
り
の
漁
港
浮
き
玉
て
ん
こ
盛
り
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

撒
水
の
輪
の
き
ら
め
き
や
夏
兆
す
　
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

も

き
ざ

こ
ば

ま
ば

か
し

さ
ん
す
い

き
ざ

こ
ぶ
し
と
も

◆
消
費
者
連
絡
会
だ
よ
り
◆

し
っ
か
り
分
別
し
て

い
ま
す
か
？

マ
イ
バ
ッ
ク
を

持
参
し
て
い
ま
す
か
？

長
持
ち
す
る
商
品
を

選
ぶ

地
場
産
を
選
ん
で

い
ま
す
か
？

ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
く
ら
し

ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
く
ら
し

消
費
者
連
絡
会
の

お
す
す
め
品

　高齢化社会がますます進み、老後の
生活は皆さんの重大な関心事の一つと
なっており、その老後の生活を支える
柱として欠かせないのが年金です。皆
さんひとり一人に年金制度を理解して
いただき、年金を身近で大切なものと
して考えてもらうために、年金相談所
を開設します。
　年金制度を正しく、わかりやすく理
解してもらうために当日は室蘭社会保
険事務所の職員の方が相談員として対
応します。日頃年金について疑問や不
安に思っていること、なんでも結構です。
是非この機会に一度相談されてみては
いかがですか！
■と　き　６月13日（火）
■ところ　洞爺湖町役場302会議室
■時間帯　午前10時30分から
　　　　　午後３時30分まで
※年金手帳を持参してください。
　相談内容は年金に関することならど
　のようなことでも結構です。
　たとえば、
・国民年金保険料の支払ができなくて
　困っているので免除申請がしたい。
・サラリーマンの妻だが自分の年金は
　どうなっているか。
・国民年金や厚生年金等で自分はどれ
　くらいの年金額が受給できるのか生
　活設計のため知りたい。
　などなど年金に関する事なら何でも
　結構です。

…そこが知りたい

あなたのため・みんなのための年金だより

年金相談所開設



　
　
月
号
の
広
報
で
は
「
メ
タ
ボ
リ

　
　
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）」が
ど
の
よ
う
な
も
の
か

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
健
康

雑
誌
で
も
注
目
さ
れ
、
そ
の
危
険
性

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
が
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
に
該

当
す
る
の
か
、
そ
の
診
断
基
準
を
お

伝
え
し
ま
す
。

※
(２)
〜
(４)
は
病
院
で
治
療
さ
れ
内
服

し
て
い
る
方
は
、
値
に
か
か
わ
ら
ず

該
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
(１)
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
＋
(２)
〜
(４)
の

う
ち
２
項
目
以
上
該
当
→
「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」

●
(１)
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
の
み
、
も
し

く
は
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
＋
(２)
〜
(４)
〜

の
う
ち
１
項
目
の
該
当

→
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
備
軍
」

　
　
　
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の

　
　
重
大
な
疾
患
へ
移
行
す
る
危
険

　
　
性
が
高
く
、
糖
尿
病
を
発
症
す

　
　
る
危
険
性
は
該
当
し
な
い
方
に

　
　
比
べ
て
７
〜
８
倍
、
心
筋
梗
塞

　
　
や
脳
梗
塞
を
発
症
す
る
危
険
性

　
　
は
約
３
倍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
40
歳

　
　
〜
74
歳
の
男
性
は
２
人
に
１
人
、

　
　
女
性
は
５
人
に
１
人
が
メ
タ
ボ

　
　
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
も
し
く

　
　
は
そ
の
予
備
軍
に
該
当
す
る
こ

　
　
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　　
　
　
過
去
に
受
診
し
た
町
民
健
診

　
　
や
職
場
健
診
の
結
果
、
病
院
で

　
　
治
療
さ
れ
て
い
る
方
は
血
液
検

査
の
結
果
か
ら
、
現
在
の
自
分
の
体

の
状
態
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
が
も
た
ら
し
て
い
る
体
へ

の
影
響
に
、
心
当
た
り
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

「
症
状
が
な
い
か
ら
、
今
の
ま
ま
で

大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る
と
、
病
気

が
背
後
ま
で
迫
っ
て
き
て
い
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

「
健
康
診
断
の
結
果
の
見
方
が
わ
か

ら
な
い
」
「
検
査
項

目
の
意
味
が
わ
か
ら

な
い
」
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー（
　
76-

４

０
０
６
）も
し
く
は

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

（
　
87-

２
７
２
７
）

　

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
生
活
習

慣
か
ら
、
こ
の
先
も
健
康
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
手
が
か
り
を
、
１
つ

で
も
一
緒
に
み
つ
け
ら
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
次
号
で
は
、
生
活
習
慣
で
気
を
つ

け
る
ポ
イ
ン
ト
を
掲
載
し
ま
す
。

〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
そ
の
診
断
基
準
に
つ
い
て
〜

体

の

健

康

体

の

健

康

保健師から

岡 崎 涼 子

メタボリックシンドロームの診断基準（日本内科学会：平成17年４月８日公表）

(１)内臓脂肪の蓄積

(２)高　　血　　圧

(４)血清脂質異常

(３)高　　血　　糖

ウエスト径（へそ周り）男性：85�以上　女性：90�以上
→ズボンのウエストサイズとは異なります。�立った姿
勢で�息を吐いて�へその位置に巻尺を水平に巻いて
測定します※町民健診では測定していませんので、ＢＭ
Ｉ<体格指数：体重(�)÷身長(m)>の値が25以上（肥満）
の方を該当とします。

最高(収縮期)血圧130�Hg以上
最低(拡張期)血圧85�Hg以上（��のいずれか又は両方
があてはまる）

中性脂肪150mg/dl以上
ＨＤＬコレステロール(善玉コレステロール)40mg/dl未
満（��のいずれか又は両方があてはまる）

空腹時血糖110mg/dl以上

■日　　時　６月25日（日）

　　　　　　午後１時30分～午後４時

■場　　所　だて歴史の杜カルチャーセンター

　　　　　　あけぼの１階講堂

■内　　容　講演会

　　　　　　�講師　伊達赤十字病院前田喜晴院長

　　　　　　�講師　同久居弘幸消化器科部長

　　　　　　�講師　同臼淵浩明放射線科部長

■参 加 費　無料

■問合せ先　伊達赤十字病院地域医療連携室

　　　　　 （　0142－23－2733）

「ちょっと気になる健康づくり」
切らないで治る色々な病気～



洞爺湖町洞爺産業まつり洞爺湖町洞爺産業まつり

■期　　日　７月１日(土)
　　　　　　～２日(日)
　　　　　　(１泊２日）
■集　　合　午前10時
■集合解散　洞爺湖財田自然
　　　　　　体験ハウス前
■対　　象　小学４年生から
　　　　　　中学３年生まで
■定　　員　先着30名（定員
　　　　　　になり次第締切
　　　　　　り）
■参加費用　2,000円（宿泊
　　　　　　費、３食食費、保険料、教材費として）
■申込締切　６月22日(木)
　　　　　　テーマ：洞爺湖の環境問題
　　　　　　日本固有種のニホンザリガニ、外来種のウチダザ
　　　　　　リガニ、これらの調査・観察を通して洞爺湖の環
　　　　　　境を考えます。
■申 込 み　ＮＰＯ法人当別エコロジカルコミュニティ
　　　　　　　0133－22－4305　FAX0133－22－2263
　　　　　　　Ｅ-meil tectec_ee＠ybb.ne.jp

　　　子ども
パークレンジャー
　　　子ども
パークレンジャー

7月1日から
スタート

●日時 ６月25日(日)
       午前９時30分
●場所 洞爺中央公園

参加者
募 集

洞爺湖のザリガニを
調べてみよう

「洞爺湖温泉夏祭り」の盆踊り会場で
いっしょに太鼓打ちをしてくれる
ボランティアスタッフを大募集！
期間中ローテイションで参加します。

練習期間を設けるので初心者の方でも安心！

■参加内容■
■期　　間　７月１日～８月31日

■盆 踊 り　19：30～20：30

■会　　場　洞爺湖町洞爺湖温泉イルミネーション

　　　　　　ストリート先（洞爺パークホテル天翔

　　　　　　と洞爺湖万世閣間の湖側）

※ボランティア参加者には無料入浴券をご用意して

　います。

■参加資格　�洞爺湖町近郊にお住まいの方で、自

　　　　　　家用車で通える18歳以上の健康な方

　　　　　　�ボランティア活動として賛同できる

　　　　　　方

※イベント会場へは各自自費にてお越しください。

連絡先／社団法人洞爺湖温泉観光協会

　　　　洞爺湖温泉夏祭り実行委員会

　　　　　0142-75-2446　FAX0142-75-3715

洞爺湖温泉夏祭り洞爺湖温泉夏祭り
洞爺湖温泉夏祭りを一緒に盛り上げませんか！

ボランティアスタッフ
大募集 初心者歓

迎

　このお祭りの目玉は何と言っても最高においしい洞爺牛をその場で焼いて食べられるバーベキューです。
また、洞爺産の新鮮な野菜の即売や、特産品を即売するコーナーがあり、洞爺の食を存分に堪能することがで
きます。
　また、最近人気のカヌー体験や、洞爺地区の郷土芸能である獅子舞やＹＯＳＡＫＯＩソーランなど、楽しい
アトラクションも盛りだくさんです。
　さらに、お祭りのフィナーレには、湖に浮かべられたカヌーから野菜をまき、それを膝まで湖に浸りながら
取り合う「野菜まき」が行われます。
　楽しい一日になること請け合いです。ぜひ遊びに来てください。

●前売り券1,300円／当日券1,400円
　＜主な券販売所＞
　・役場産業課（　74－3005）・洞爺総合支所商工観光課（　82－5111）
　・洞爺湖温泉支所（　75－2281）・ＪＡとうや湖本所（　89－2468）
　・各種商店

　このお祭りの目玉は何と言っても最高においしい洞爺牛をその場で焼いて食べられるバーベキューです。
また、洞爺産の新鮮な野菜の即売や、特産品を即売するコーナーがあり、洞爺の食を存分に堪能することがで
きます。
　また、最近人気のカヌー体験や、洞爺地区の郷土芸能である獅子舞やＹＯＳＡＫＯＩソーランなど、楽しい
アトラクションも盛りだくさんです。
　さらに、お祭りのフィナーレには、湖に浮かべられたカヌーから野菜をまき、それを膝まで湖に浸りながら
取り合う「野菜まき」が行われます。
　楽しい一日になること請け合いです。ぜひ遊びに来てください。

●前売り券1,300円／当日券1,400円
　＜主な券販売所＞
　・役場産業課（　74－3005）・洞爺総合支所商工観光課（　82－5111）
　・洞爺湖温泉支所（　75－2281）・ＪＡとうや湖本所（　89－2468）
　・各種商店

昨年の産業まつり昨年の産業まつり



社会教育です社会教育です

期　日　６月25日(日)※雨天の場

　　　　合は26日(月)午前９時開

　　　　会式

場　所　夕日ヶ丘パークゴルフ場

対　象　町民どなたでも

競　技　27ホール、ストロークプ

　　　　レー、男女別個人戦

参加料　100円(当日徴収します)

申込み　６月20日(火)までに夕日

　　　　ヶ丘パークゴルフ場管理

　　　　棟へ

主　催　洞爺湖町パークゴルフ協

　　　　会

　虻田国際交流の会では、13年間

で延べ52人の留学生（主にアジア

の留学生）を受入れております。

　今年度についても留学生受入家

庭の募集を行い、皆様と一緒によ

りよい交流を深めたいと思います。

受入期間　８月下旬　７泊８日

申 込 み　受入申込書（社会教育

　　　　　課・洞爺温泉支所・洞

　　　　　爺教育事務所にありま

　　　　　す）に家族全員が写っ

　　　　　ているスナップ写真を

　　　　　添付し７月７日(金)ま

　　　　　でに社会教育課又は洞

　　　　　爺教育事務所へ提出。

問 合 せ　社会教育課内　

　　　　　鈴木（　74－3010）へ

　４月下旬よりオープンしました。

皆さんのご利用をお待ちしています。

場　　所　あぶた母と子の館隣　

　　　　　高砂町44

利用時間　午前９時～午後９時

利 用 料　町民は無料

　　　　　※町外の方は申込み先

　　　　　までご確認願います。

申 込 み　あぶた母と子の館　(　

　　　　　76－2937)へ。金曜日

　　　　　は入江・高砂貝塚館

　　　　　(　76－5802)又は虻田

　　　　　郷土資料館（　76－58

　　　　　01)へ

　役場庁舎町民ロビーを利用し、

毎月１回、絵画・写真・彫刻など

の作品展を行っています。

　今月は洞爺湖町誕生記念として

虻田地区・洞爺地区在住の「南 

繁美・村上 隆昭二人写真展」を

行いますので、ご覧ください。

　期間は、６月19日～30日までが

役場町民ロビー。７月３日から７

日までは洞爺総合センターです。

どちらも時間は土・日

を除く午前９時から

午後６時まで。

＜一　般＞▽城山三郎昭和戦争文学全６巻▽杉本章子・

信太郎人情始末帖シリーズ４巻▽繫がれた明日（真保裕一）

▽パズルドレス＜上・下＞（ダン・ブラウン）▽ウルトラ・

ダラー（手嶋龍一）▽ＯＰ・ローズダス＜上・下＞（福井晴敏）

▽繫がれた明日（真保裕一）▽御宿かわせみシリーズ31・

浮かれ黄蝶（平岩弓枝）▽ヤンキー先生の子供がわからな

い親たちへ（義家弘介）▽おかしいぞ！警察、検察、裁判

所（魚住昭他）▽まがいモンたちの終焉（落合信彦）▽白州

次郎占領を背負った男（北康利）

＜児童書＞▽ＴＳＵＮＡＭＩをこえてスマトラ沖地震と

アチェの人 （々藤谷健）▽クラスの人気者めざせ！学校占

いクィーンシリーズ全５巻（マーク山崎）▽ハンダのびっ

くりプレゼント（アイリーン・ブラウン）▽実物大恐竜図

鑑（デヴィッド・ベルゲン）

■あぶた読書の家　　76-2100

あぶた読書の家
６月の休館日 15日・22日・29日・7月6日

伊達信用金庫虻田支店杯
パークゴルフ大会

平成18年度
留学生受入家庭の募集

虻田テニスコートを
ご利用ください

洞爺湖町誕生記念

「南 繁美・村上 隆昭 二人写真展」

イベント・催し物イベント・催し物



　
　
ュ
ア
フ
ー
ズ
と
う
や
（
佐
伯
昌

　
　
彦
社
長
）
が
、
製
造
・
販
売
す

る
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
「
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

が
４
月
か
ら
注
文
が
殺
到
し
売
上
げ

を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
は
、
平
成
12
年
地
場
の
特
産

品
を
研
究
す
る
「
つ
け
も
の
研
究
会
」

か
ら
有
限
会
社
を
設
立
。

　
４
月
の
民
放
テ
レ
ビ
の
ダ
イ
エ
ッ

ト
番
組
で
シ
ソ
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効

果
的
と
紹
介
さ
れ
、
シ
ソ
酢
の
作
り

方
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
、
３
年
前
登
録
し
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
楽
天
市
場
か
ら
同
製
品

に
注
文
が
相
次
ぎ
、
４
月
だ
け
で
６
、

０
０
０
本
を
受
注
。
例
年
４
月
の
売

上
げ
が
約
１
、
０
０
０
本
と
あ
っ
て
、

な
ん
と
６
倍
近
い
売
上
げ
と
な
り
ま

し
た
。

　
堤
信
也
営
業
課
長
は
「
北
海
道
一

の
生
産
量
を
誇
る
シ
ソ
を
使
っ
て
何

か
特
産
品
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
を
考
案
。
例
年
を
上

回
る
注
文
に
正
直
驚
い
て
い
ま
す
」

と
困
惑
気
味
の
よ
う
す
。

　
次
の
商
品
も
考
案
中
で
、
ス
ペ
イ

ン
の
料
理
で
生
野
菜
の
ス
ー
プ
「
ガ

ス
パ
ッ
チ
ョ
」
。
野
菜
は
も
ち
ろ
ん

地
元
食
材
を
使
用
。
同
ス
ー
プ
は
尿

酸
値
が
下
が
る
と
い
わ
れ
る
だ
け
に
、

健
康
を
考
え
た
食
品
と
し
て
、
シ
ソ

ジ
ュ
ー
ス
に
続
け
る
か
が
大
い
に
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　洞爺財田自然体験ハウスは、ゴールデンウ

ィーク中に、そばの手打ち体験を企画し、隣

接するキャンプ場に来ていたキャンパーや本

州からの観光客らが参加して、本格的な手打

ちを楽しみました。

　５月２日に行われたそば打ち体験には、６

人が参加。職員が講師となり、幌加内産のそ

ば粉を使って、水回しからゆでるまでの９工

程を実際に体験しました。

　最後に自分たちの作ったそばを食べている

姿には、笑顔があふれていました。

財田自然体験ハウス

入江１区子供会では、青空の下でみんなに楽しんでもらおうと毎年、ひまわり迷路を製作していま

す。家族・友人など誘い合って一度来てみてください。今年は昨年と場所が異なります。

入江１区子供会では、青空の下でみんなに楽しんでもらおうと毎年、ひまわり迷路を製作していま

す。家族・友人など誘い合って一度来てみてください。今年は昨年と場所が異なります。

開催期間　７月23日～８月中旬

開催時間　日の出から日没まで

入 場 料　無  料

開催期間　７月23日～８月中旬

開催時間　日の出から日没まで

入 場 料　無  料

◆注意事項◆
・私有地ですのでゴミは各自持ち帰りください。
・ひまわりを折ったり踏みつけたりしないでください。
・会場にある備品などには手をふれないでください。
・団体名又は個人名と来場者数、時間を記入してください。

◆注意事項◆
・私有地ですのでゴミは各自持ち帰りください。
・ひまわりを折ったり踏みつけたりしないでください。
・会場にある備品などには手をふれないでください。
・団体名又は個人名と来場者数、時間を記入してください。

問合せ先　入江１区子ども会
　　　　　岩倉郁夫部長（　76－3333）
問合せ先　入江１区子ども会
　　　　　岩倉郁夫部長（　76－3333）

至豊浦 至伊達市

●セブンイレブン ●セイコーマート 道の駅「あぷた」●

A&Yホームセンター
●

国道37号線

川端宅● ●岩倉宅

現地案内図
終末処理場
●

ひまわり迷路

注文殺到のシソジュース注文殺到のシソジュース

そばの手打ちに挑戦するみなさんそばの手打ちに挑戦するみなさん

ゴールデンウィークに
そばの手打ち体験実施

★ひまわりの種の採取を手伝ってくれる
ボランティア募集中!!
★ひまわりの種の採取を手伝ってくれる
ボランティア募集中!!



　
小
・
中
学
校
教
科
用
図
書
の
展
示

会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
日
　
時
　
６
月
28
日(

水)

〜
７
月

　
11
日(

日)

（
土
・
日
）を
除
く

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

■
場
　
所
　
役
場
３
階

　
　
　
　
　
３
０
４
会
議
室

　
町
の
管
理
す
る
道
路
・
河
川
敷
地

な
ど
を
占
用
（
使
用
）
し
た
い
場
合

は
、
事
前
に
許
可
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
申
請
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

所
轄
警
察
署
長
の
許
可
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
占
用
に
対
し
て
は
、
占
用
料
（
使

用
料
）
が
掛
か
り
ま
す
。

（
例
）

・
道
路
に
看
板
、
出
入
り
口
な
ど
の

施
設
を
設
け
た
り
す
る
場
合
。

・
自
宅
敷
地
内
の
雨
水
処
理
の
枡
か

ら
、
雨
水
処
理
施
設
に
接
続
す
る

た
め
、
道
路
を
横
断
す
る
場
合
。

・
電
柱
類
及
び
付
帯
施
設
を
設
置
す

る
場
合
。

・
河
川
敷
地
を
畑
な
ど
に
使
用
す
る

場
合
。

　
詳
し
く
は
、
建
設
課
管
理
係（
　
74

-

３
０
０
４
）
又
は
洞
爺
総
合
支
所
産

業
建
設
課
土
木
建
築
係
（
　
82-

５
１

１
１
）
ま
で
。

　
室
蘭
市
、
伊
達
市
、
洞
爺
湖
町
、

豊
浦
町
、
壮
瞥
町
の
５
市
町
の
ご
家

庭
で
不
用
と
な
っ
た
家
具
を
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
で
補
修
し
、
再
生
家
具

と
し
て
展
示
し
同
時
に
申
込
み
の
受

付
も
行
い
ま
す
。

■
期
　
　
間
　
７
月
１
日
〜
20
日

■
場
　
　
所
　
西
い
ぶ
り
リ
サ
イ
ク

　
ル
プ
ラ
ザ
（
　
０
１
４
３-

59-

０

　
３
１
９
）

■
開
催
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
５

　
時
（
最
終
日
は
午
後
１
時
30
分
）

informationinformation

お
知
ら
せ

平
成
18
年
度
教
科
書
展

示
会
の
開
催
に
つ
い
て

道
路
・
河
川
敷
地
な
ど
の

占
有（
使
用
）に
つ
い
て

再
生
家
具
の
展
示
、

申
込
み

心
か
ら

 

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

悪質な訪問販売業に注意を！悪質な訪問販売業に注意を！
　高齢者や独りくらしの世帯を訪問し、水道や下水
道に関し「ここの水は飲めないので浄水器をつけた
ほうがよい」「配水管の清掃に来た」などと持ちかけ
た業者から高額な料金を要求されるなどのトラブ
ルが発生していますので注意してください。
　町では、浄水器や管清掃の斡旋など行っておりま
せん。
　こういったトラブルに巻き込まれないためには、
「業者を家にいれない」「はっきり断る」「すぐに契約
せず家族や知人に相談する」などしてください。
　万一契約してしまったあとでおかしいと思ったら、
「クーリングオフ（契約を撤回できる）制度」があり
ますので、役場産業課商工労働係（　74－3005）にご
相談ください。ただし、クーリング
オフは期間や対象外の商品があり
ます。
　水道、下水道の工事や修理は町指
定の工事店が行います。指定工事店
は原則として訪問販売することは
ありません。指定工事については、
役場上下水道課（　74－3008）に問
合せください。

故堀間和郎さん
■４月25日死去
■80歳■遺族は似鳥
啓子さん■清水区

故大友はつゑさん
■４月21死去
■90歳■遺族は義
光さん■清水区

故三上哲雄さん
■４月25死去
■58歳■遺族はか
ねよさん■かっこう台区

故小 英次さん
■３月28日死去
■54歳■遺族は永倉
光一さん■温５区

故天野ハツセさん
■４月２日死去
■84歳■遺族は渡辺
由典さん■虻４区

故松井忠明さん
■４月９日死去
■79歳■遺族は近藤
孝子さん■入１区

故梅田フミさん
■４月９日死去
■94歳■遺族は章
一さん■虻８区

故 梨クニさん
■４月10日死去
■92歳■遺族は杉西
俊則さん■青１区

故白井チヨさん
■４月17死去
■75歳■遺族は一
貫さん■温１区

故今野世榮子さん
■４月18死去
■79歳■遺族は東舘
登志郎さん■虻５区

故亀倉ミヨコさん
■４月24死去
■88歳■遺族は勝
幸さん■入１区



　
夏
季
シ
ー
ズ
ン
の
７
月
１
日
か
ら

８
月
31
日
ま
で
の
２
カ
月
間
は
、
事

務
能
率
の
向
上
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

た
め
、
職
員
は
「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
」

の
服
装
で
執
務
し
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付
物
品

【
農
業
振
興
の
た
め
に
】

▼
旧
虻
田
町
農
業
委
員
会
委
員
一
同

　
は
２
万
１
千
円

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
有
田
實
さ
ん（
虻
６
区
）は
10
万
円

<

寄
付
・
物
品>

▼
八
矢
キ
ミ
コ
さ
ん（
虻
２
区
）▼
虻

田
郵
便
局
▼
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
▼

洞
爺
保
育
所
▼
洞
爺
給
油
所
▼
洞
爺

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
▼
い
こ
い
の
家
▼

水
の
駅

▼
譲
っ
て
く
だ
さ
い

○
50
cc
の
オ
ー
ト
バ
イ
無
償
で
（
古

　
く
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）
。

○
連
絡
先
…
田
中
裕
二
さ
ん
（
入
江

　
62-
14
）
　
74-

３
０
４
０
ま
で
。

夏
季
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

勤
務
に
つ
い
て

寄

　

付

「
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
・

ゆ
ず
り
ま
す
」コ
ー
ナ
ー

橋
渡
し
を
し
ま
す

橋
渡
し
を
し
ま
す

(

６
月
２
日
現
在)

男
…
…
…
４
、
３
１
０
人

女
…
…
…
５
、
１
０
３
人

計
…
…
…
９
、
４
１
３
人

定
時
登
録
選
挙
人
名
簿

登
録
者
数

大原ホロヌップ
パークゴルフ場オープン！
大原ホロヌップ
パークゴルフ場オープン！
　大原ホロヌップパークゴルフ場が５月20日にオープ

ンしました。

　５月は天候にも恵まれ、芝の状態も良好となってい

ますので、グループで、友人を誘ってぜひ、ご来場く

ださい。皆さんのお越しをお待ちしてます。

　■開設期間　10月下旬（降雪まで）

　■開設時間　午前９時から午後５時

　■管理協力金　町内利用者100円／町外利用者200円

　※20人分の道具を用意していますの

で、どなたでも楽しむことはできます

が、団体や多人数でのご利用は、事前

に予約してください。

　問合せ・予約は、洞爺総合支所産業

建設課農業振興係   82－5111まで。

■期　日　６月26日（月）

　　　　　午前10時

■場　所　洞爺湖文化センター

※町民の皆さんも参加できます。

洞爺湖町
開町式

           　　　　　　　　　

（５月26日付）　▼洞爺総合支所産業建設課農業振興係長（洞爺総合支所総務課付）唯木浩明

▼洞爺総合支所総務課総務管財係兼同税務係（洞爺総合支所産業建設課農業振興係）八子和

行▼総務部税務財政課財政係（洞爺総合支所総務課総務管財係兼同税務係)三澤征史

（６月５日付）　▼総務部長兼総務課長（総務課長兼同課情報管理室長）後藤隆▼経済部長（観

光振興課長兼洞爺湖温泉支所所長）伊藤賢二▼経済部観光振興課長（洞爺総合支所商工観光

課長）星一郎▼経済部参与兼洞爺湖温泉支所所長（経済部参与）佐野正▼洞爺総合支所商工

観光課長兼産業建設課長（洞爺総合支所産業建設課長）村上正弘▼教育委員会管理課長兼学

校給食センター所長（教育委員会管理課長兼洞爺教育事務所所長兼学校給食センター所長）

宮崎正紀▼教育委員会社会教育課長兼洞爺教育事務所長（教育委員会社会教育課長）中野淳

▼総務部総務課長補佐兼情報管理室長兼管財係長兼契約係長（総務課長補佐兼情報管理室

主幹兼管財係長兼契約係長）伊藤里志▼総務部総務課参事（住民課住民・交通防犯担当主幹）

菊地勝紀▼総務部健康福祉課健康福祉センター所長兼同健康指導係長兼在宅介護センター

所長（総務部健康福祉センター副所長兼同健康指導係長兼在宅介護支援センター副所長）大

道淑恵▼総務部住民課住民・交通防犯係長（住民課住民・交通防犯担当主幹）水本博之▼経済

部生活環境課環境整備係長兼廃棄物対策係長（生活環境課廃棄物対策係長）皆見亨▼経済部

観光振興課観光係兼同観光施設係（洞爺総合支所総務課地域振興係）田仁孝志▼総務部住民

課住民・交通防犯係（洞爺総合支所総務課総務管財係）青葉文夫▼総務部住民課戸籍年金係

兼同住民・交通防犯係兼同国保医療係（住民課戸籍年金係兼同国保医療係）小野寺登志

■洞爺湖町役場人事異動■
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６月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の 行 事 予 定

■連絡先
洞爺湖町健康福祉センター
　76－4006(健康指導係)
ふれ愛センター
　87－2727(保健衛生係)

<「さわやか」トレーニングルーム
一般開放>
火・木・土曜日
　　　　午前１時～午後８時30分
日曜日　午前10時～午後５時30分

<洞爺ふれ愛センタートレーニン
グルーム一般開放>
月～金曜日
　　午前８時45分～午後５時30分
※但し両施設とも祝祭日は除きま
　す。*原則的に中学生以下はご
　利用になれません。

＜健康づくりウォーキング会・史
　跡巡りウォーキングラリー＞
と　き　６月10日(土）

＜一般健康相談＞
と　き　６月13日(火）　
時　間　午前９時～午後３時
会　場　洞爺ふれ愛センター

＜フッ素塗布＞
と　き　６月15日(木）
時　間　午後１時～３時
会　場　洞爺湖町健康福祉センター

＜親子ふれあい遊び＞
と　き　６月16日(金）
時　間　午前10時～12時
会　場　洞爺湖町健康福祉センター

＜保育所開放＞
と　き　６月23日・30日（金）
時　間　午前10時～12時
会　場　本町保育所

＜乳児健診＞
と　き　６月29日(木）
受　付　午後１時～１時30分
会　場　洞爺ふれ愛センター

◆健康づくりウォーキング会

　(ノルディックウォーク)／７月

　10日(月）

◆保育所開放／７月７日・14日・

　28日(金）

◆一般健康相談／７月11日(火）

◆乳児健診／７月27日(木）

◆親子ふれあい遊び

　／７月21日(金)

　町では、平成17年度北海道から電源立地地域対策

交付金を受け、乳児（０歳児）保育事業を行いました。

この交付金事業は、北海道が水力発電施設（虻田発

電所）設置により生じた自然環境又は生活環境への

影響を緩和するため水力発電施設周辺市町村に対し、

交付されるものです。

　この事業は、就労形態が多様化している近年、保

育所に対する様々な保育ニーズが多様化している中

で、特に実施を希望する意見が見られた事業であり、

平成17年度旧虻田町の桜ヶ丘保育所において実施し

ました。

　このたびの事業運営により地域社会における児童

福祉に寄与できたものと考えています。

電源立地地域対策交付金
（０歳児保育事業）

７月の予定

山菜採りには気をつけて
　山菜採りのシーズンを迎えていますが、毎年行方不
明の事例が後を絶ちません。
　楽しいはずの山菜採りが、悲しい結果にならないよ
う十分注意して行動してください。
　山菜採りに行く時は、行き先、帰宅時間などを家族
などに伝えておく事は当然ですが、行方不明にならな
いようにするためには、�ラジオなどをかけ、その音
の範囲で採取する�単独行動は避けて、複数で行動し、
声の聞こえる範囲内で採取すること�集合時間をこま
めに設けて、頻繁に顔を合わせるようにすること、な
どが重要です。
　万が一行方不明になった場合には、�むやみに歩き
回らないで、体力を温存すること�付近に、空から発
見しやすいような開けた場所があれば、その場でじっ
としていることが大切です。弁当の食べかすやタケノ
コの剥き殻などについては、必ず持ち帰ってください。
　胆振支庁地域政策課　　0143－24－9570

 男 …… 5,239人  （＋23）
 女 …… 5,955人  （＋28）
 計 ……11,194人  （＋51）
 世帯 … 5,360世帯（＋63）

人口と世帯の動き人口と世帯の動き （平成18年４月30日現在）
前月比


